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【短報】西表島におけるタマムシ科甲虫 3 種の記録
西表島は八重山諸島に属し，同諸島で最大の面

積（約 289 km2）を誇る自然豊かな島である．これ
までに西表島から記録されたタマムシ科甲虫は 30
種（大桃・福富，2013；Saiki et al., 2018）であるが，
同島の西約 30 km にある石垣島（面積約 222 km2）
の 37 種に比べると少なく，調査の余地が残されて
いる状況にある．

筆者らは 2015 年 10 月と 2017 年 5 月にそれぞれ
西表島を訪れ，昆虫相の調査を行った．その結果，
同島初記録となるタマムシ科甲虫 3 種を採集した
のでここに報告する．なお，採集地名は沖縄県八
重山郡竹富町がすべて共通のため省略し，採集者
名は以下のように略記する：瑤寺裕（YT）；福富宏
和（HF）．得られた標本は採集者がそれぞれ保管し
ている．

1．セキナガタマムシ沖縄・八重山亜種 Agrilus sekii 
yaeyamanus Ohmomo, 2004

検視標本：3 ♂ 2 ♀，南風見南風見田の浜，20. X. 
2015, HF；1 ex., 同所，28. V. 2017, YT（図 1）．

本種はこれまでに奄美大島および沖縄島，石垣
島から記録されていたが，今回の調査により，西
表島における分布が新たに確認された．沖縄島と
石垣島の個体群は，上翅が赤銅色で黄金色短毛
に覆われることから沖縄・八重山亜種とされる

（Ohmomo, 2004；大桃・福富，2013）．寄主植物で
あるクワノハエノキ（アサ科）のスウィーピング
によって得られた．本種成虫の 10 月の採集例は，
筆者らの知る限り他に知られておらず，少なくと
も西表島では年に 2 回発生していると考えられる．

2．デグチナガタマムシ Agrilus deguchii Tôyama, 1985
検 視 標 本：1 ex., 南 風 見 南 風 見 田 の 浜，28. V. 
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2017, YT（図 2）．
本種はこれまでにトカラ中之島および奄美大島，

沖縄島，久米島，宮古島，石垣島から記録されて
いた （服部，2000；大桃・福富，2013）が，今回の
調査により，西表島における分布が新たに確認さ
れた．前種同様にクワノハエノキを寄主植物とす
ることが知られる （大桃・福富，2013）．クワノハ
エノキのスウィーピングによって前種と共に得ら
れた．

3．イリエナガタマムシ Agrilus iriei Tôyama, 1985
検視標本：1 ex., 西表祖納，30. V. 2017, YT （図 3）．
石垣島於茂登岳から採集された個体を基に，

Tôyama（1985）によって記載された本種は，寄主
植物が判明していない珍しい種である．これまで
の分布記録は石垣島だけであったが （大桃・福富，
2013），今回の調査により，西表島における分布が
新たに確認された．開けた環境下における下草の
スウィーピングによって偶然得られた．

 
末筆ながら，トカラ中之島におけるタマムシの

分布についてご教示いただいた服部宇春氏に感謝
する．また，筆者の一人瑤寺は，琉球大学熱帯生
物圏研究センター西表研究施設に宿泊させていた
だいたので，親切に対応してくださった同センター
の皆様にこの場をお借りして厚く御礼申し上げる．
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（瑤寺　裕　243–0034　厚木市船子 1737
東京農業大学昆虫学研究室）

（福富宏和　920–2113　白山市八幡町戌 3
石川県ふれあい昆虫館）

【短報】ショウリョウヒゲブトハネカクシの京都府
からの記録

シ ョ ウ リ ョ ウ ヒ ゲ ブ ト ハ ネ カ ク シ Creochara 
brevipennis （Bernhauer, 1903） はハネカクシ科ヒゲ
ブトハネカクシ亜科に属し，東南アジアと日本列
島を含む東アジアに生息し，日本列島からは本州
西部 （紀伊半島），四国，九州，対馬，屋久島，奄
美大島，沖縄島から記録されている （Yamamoto, 
2009）．また，最近では岡山県総社市からの記録が
ある（千田，2018）．

筆者は京都府舞鶴市において，低山地の白骨化
した哺乳動物の死骸の下から採集したハネカクシ
を伊藤建夫氏に同定していただいた結果，本種で
あることが判明したので分布の記録として報告す
る．

1 ex., 京都府舞鶴市千歳・国見山，26. IV. 2015，
筆者採集，伊藤建夫氏保管（図 1）

本種は「京都府レッドデータブック 2015 別冊京
都府自然環境目録」に記載がなく，他にも京都府
からの本種の文献記録は見当たらないので京都府
初記録と思われる．

末筆ながら，本種の同定および標本の撮影なら
びに文献の入手についてお世話になった伊藤建夫
氏に心からお礼申し上げる．
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図 1–3．西表島産タマムシ類 3 種．1，セキナガタマムシ沖縄・
八重山亜種；2，デグチナガタマムシ；3，イリエナ
ガタマムシ．


